
平成 30年度ブロックチェーン技術を活用した再エネ CO2削減価値創出モデル事業 

第 1回 課題検討協議会 議事次第 

 

日時： 2018年 5月 25日（金） 13時 30分～15時 30分 

場所： AP市ヶ谷 ６階 Cルーム 東京都千代田区五番町 1-10市ヶ谷大郷ビル 

進行スケジュール： 

時間 議題 発言者（敬称略） 

13：30－ 

13：40 
本事業の目的・意義について 

環境省 森下地球環境局長 

    水谷地球温暖化対策事業室長 

13：40－ 

14：00 

採択事業内容紹介（各 10分） 

・デジタルグリッド 

・電力シェアリング 

デジタルグリッド（株） 阿部代表取締役会長 

（株）電力シェアリング 酒井代表取締役社長 

（TEPCO i－フロンティアズ（株）田村代表取締役社長） 

14：00－ 

14：20 

本事業で創出される環境価値へ

の期待（各社 5分） 

イオンディライト（株） 小林部長 

大和ハウス工業（株） 小山部長 

（株）リコー 阿部室長 

（一社）太陽光発電協会 増川事務局長 

14：20－ 

14：30 

既存制度の環境価値測定におけ

る計量との整合性 
日本電気計器検定所 加曽利部長 

14：30－ 

14：50 

既存制度の現況（各社 3分） 

・Jクレジット 

・グリーン電力証書 

みずほ情報総研（株） 大田コンサルタント 

カーボンフリーコンサルティング（株） 池田取締役 

（一財） 日本品質保証機構 荒木 

（NPO）太陽光発電所ネットワーク 都筑代表理事 

（NPO）ちがさき自然エネルギーネットワーク 

上野代表理事 

（株）グッドフェローズ  長尾代表取締役社長 

14：50－ 

15：00 

環境価値取引と資金決済方法 

（10分） 
（株）三井住友銀行 西村ユニット長 

15：00－ 

15：10 

本事業における課題の考え方 

（10分） 
環境省 

15：10－ 

15：15 

CO2削減に向けた取り組みの 

トレンド （5分） 
CDP  高瀬シニアマネージャー 

15：15－ 

15：27 
質疑応答  

15：27－ 

15：30 
事務連絡 環境省 
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